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研究成果の概要： 

従来，インド国内の石窟寺院の造営時期は前期石窟と後期石窟とに明確に区分され，その

間に造営中断期を設定して論説されてきました。しかし，本研究で造営中断期に塔院（礼拝

堂）と僧院を同一窟内に造営する事例を確認し，5世紀以降の後期石窟で主流となる先駆的形

態の出現確認と，その結果として造営中断期の設定自体の再検討という，重要な成果を獲得

しました。あわせて，看過されていた中小石窟の現状報告が保存・修復の必要性を提起し，

保存修復や復元事業の契機になることも期待できます。 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 2,200,000 0 2,200,000 

２００７年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

２００８年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度  

  年度  

総 計 4,700,000 750,000 5,450,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：人文学Ａ・考古学 
キーワード：考古学，美術史，地理学，仏教学，東西交渉史 
 
１．研究開始当初の背景 
インドの石窟寺院に関する研究は，日本や

欧米諸国さらにはインド本国においても個々
の研究者による論考が中心で，その研究対象
もアジャンター石窟やエローラー石窟といっ
た世界遺産に登録されるような有名なものに
限定されています。その一方で，1200 窟以上
にのぼるその他の石窟については，19 世紀に

イギリス人によって植民地政策上から地誌調
査の一環で作成された基礎資料(Fergusson,J. 
and Burgess,J., The Cave Temples of India, 
London,W.H.Allen,1880)が現在に至るまでに
提出された唯一の総合的調査研究の成果とい
っても過言ではありません。  
こうした不均衡な研究の現状は，一握りの

著名な遺跡の研究・保存が促進されるのに対



して，大部分の遺跡においては現状記録すら
なされないまま，自然的・人為的破壊の進行
を看過するという問題を発生させています。
しかし近年，文化遺産研究における国際的な
動向として造形物の存在意義を周辺環境とと
もに考察し，政治的・社会的要因をはじめ多
角的に解明しようとする包括的な視点が高ま
りを見せています。 

具体的には，サーンチーやアマラーヴァテ
ィーといった主要仏塔址について，周辺に多
数分布する小規模仏塔との関連を中心として，
考古学・美術史・文献学・地理学などの多分
野からの考察を行い，古代の文化的・社会的
環境を包括的に理解しようとする研究が提出
され始めています。このような研究動向を前
提に，僻地の山間部に位置することから遺跡
へのアクセスが極めて困難であるため，調査
研究が立ち遅れている西インド地域の石窟寺
院研究の現状を視野に，本研究課題を推進す
る必要性が希求されていました。 
 
２．研究の目的 
インド共和国内の石窟寺院は，南アジア美

術における宗教的造形物として最も古い形態
のひとつを現代に伝えています。さらに，イ
ンドから中央アジア，中国を経由して日本に
至る仏教の東漸経路において，文化および思
想的規範の造形的媒介としてその伝播に大き
く貢献したことが，各地に遺された石窟寺院
から窺われます。 

本研究は，仏教の興起地である南アジア地
域から中央・西アジア地域，そして日本を含
めた東アジア地域において，仏教を共通項と
する汎アジア文化圏の形成が，古代社会の国
際的展開を促進したことを念頭におき，石窟
寺院という建築形態や文化様式が果たした大
きな役割を考古学的視点と美術史的視点を
重視して理解しようとするものです。本研究
では，仏教石窟寺院の源流であるインド共和
国を研究対象として選定し，その建築形態や
文化様式がアジア地域の基層文化形成に果た
した役割を正しく認識することを可能とする，
実証的な基礎資料の作成を行うことを主目的
として設定しました。 
 
３．研究の方法 
本研究は，インド共和国における石窟寺院

研究の調査研究で，従来は調査研究の対象と
されることが少なかった中小規模の石窟（群）
中を主な対象とし，研究目的に適い今後に発
展しうる可能性があると判断した遺跡を選定
して重点的に踏査しました。 

具体的には前 2世紀～後 2世紀ごろに造営
された前期石窟を様式的に継承する開鑿例に
着目し，後 3世紀以降に造営されたマハラー
シュトラ州南部を踏査しました。調査では，
主要石窟の略測図の作成や画像記録の撮影な

ど，基礎資料の作成を推進しました。 
この間，当該地域の考古学的指導者である

デカン大学考古学部のＶ.シンデ教授や，ジ
ュンナル石窟をはじめとした石窟寺院全般に
ついて豊富な調査経験を有するＶ.シュレー
シュ氏，Ｊ.シュリーカント氏など石窟寺院
の専門研究者と意見交換し，調査方針と対象
遺跡についての貴重な情報や史資料の提供を
受けました。 
 
４．研究成果 
平成 18 年度は平成 19 年 2 月 28 日～3 月

24 日の期間，インド共和国内において現地調
査を実施しました。初年度の調査として，従
来は調査研究の対象とされることが少なかっ
た中小規模の石窟(群)中から，研究目的に適
い今後に発展しうる可能性があると判断した
遺跡を選定し踏査しました。 
具体的にはジュンナル石窟，カラード石窟，

パンハーレ・カージ石窟などを踏査しました。
調査では，主要石窟の略測図の作成や画像記
録の撮影など，次年度以降の調査研究にかか
る基礎資料の作成を推進しました。これらの
石窟の中には，先行時期の開鑿例では塔院（礼
拝堂）と僧院を別個に造営するのに対して，
両者を同一窟内に造営するという特徴を示す
ようになる事例が観察されます。この型式は
後 5世紀以降の後期石窟で主流となることか
ら，従来設定されていた石窟造営中断期の見
直しと先駆的形態の出現確認という観点から，
重要な成果と判断できます。 
また，時期的に併行する類似形態の石窟例

として，グジャラート州に所在するタラージ
ャー石窟やサーナー石窟などを踏査し，基礎
資料を作成しました。これらの石窟にはヒン
ドゥー教に属する石窟も含みますが，様式展
開の観点から，同時代の独立した建造物と相
互に影響を及ぼしたという推測を具体的に確
認できる事例として，重要であることが判明
しました。 
 平成 19 年度は平成 20 年 2 月 22 日～3 月
18 日の期間，インド共和国内において現地調
査を実施しました。第 2年度の調査は初年度
に引き続き，従来は調査研究の対象とされる
ことが少なかった中小規模の石窟(群)中から，
研究目的に適い今後に発展しうる可能性があ
ると判断した遺跡を選定し踏査しました。 
具体的にはカラード石窟やパンハーレ･カ

ージ石窟，クダー石窟などを踏査しました。
調査では，GPS 測定器を利用した主要石窟の
正確な立地データの取得や画像記録の作成な
ど，本調査研究にかかる基礎資料の作成を精
力的に推進しました。これらの石窟の中には，
先行時期の開鑿例では塔院(礼拝堂)と僧院を
別個に造営するのに対して，両者を同一窟内
に造営するという特徴を示すようになる事例
が観察されます。この型式は後 5世紀以降の



後期石窟で主流となることから，その先駆的
形態の出現の確認と従来の定説である石窟造
営中断期の再検討という観点において重要な
成果と判断します。あわせて，上記と比較資
料とするため，アジャンター石窟やエローラ
石窟，ピタルコーラ石窟などの標式的な石窟
群を調査しました。 

平成 20年度は平成20年 10月 30日～11月
4 日の期間，インド共和国内において現地調
査を実施しました。最終年度の調査として，
初年度，第 2年度で実施した中小規模の石窟
(群)の調査成果を前提に，比較対象資料とし
て，後代の独立建造物の様相を調査しました。
また，本研究における主要な調査目的である
後 3世紀以降に造営されたジュンナル石窟や
カラード石窟，パンハーレ・カージ石窟，ク
ダー石窟などの調査で入手した主要石窟の正
確な立地データや画像記録など，基礎データ
の整理を継続して行いました。 

また，このデータと比較検討するため，先
行時期の塔院(礼拝堂)と僧院を別個に造営す
る形態から，両者を同一窟内に造営するとい
う特徴を示す折衷的な造営事例，さらに後 5
世紀以降の後期石窟で主流となる両者が合体
した塔院型式への変遷過程を確認するという
観点から，アジャンター石窟やエローラ石窟，
ピタルコーラ石窟，オーランガバード石窟な
ど，標式的な大型石窟群の先行調査を含めた
先行研究を含む調査成果を整理しました。 

これらを通じて，従来の定説である前期･
後期石窟間における造営中断期の存在を再検
討できる，後期石窟に対する先駆的形態の出
現の確認と石窟造営期間の連続性の推定とい
う，重要な成果を実証しつつあります。 
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